
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校での講演会（11 月 25 日（月）） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「スタートアップ＠ビジネスヨコハマ」開催（11 月 25 日（月）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 元 年 1 2 月 1 2 日 

国 際 局 国 際 連 携 課 

政 策 局 男女 共 同 参画 推 進 課 

議 会 局 総 務 課 

横浜市立大学グローバル推進室 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

横浜市米州事務所開設１周年の好機をとらえ、 

林市長がニューヨークで横浜の優れたビジネス環境をＰＲ！ 

横浜市は、平成30（2018）年11月に新たな海外拠点として、ニューヨークに米州事務

所を開設しました。同事務所では、米州地域の活力を横浜に呼び込むための企業誘致活

動を中心に、現地での機動性を活かした国際事業の推進や将来的な施策につなげるため

の政策調査を行っています。 

このたび、米州事務所開設１周年の好機をとらえ、林市長がニューヨークを訪問し、

米国企業やニューヨーク市関係者に対して、横浜の優れたビジネス環境をPRしました。 

あわせて、ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校を訪問し、同校の学生に対し

て講演を行いました。さらに、メトロポリタン歌劇場のピーター・ゲルブ総裁と面会し、

持続可能な劇場運営や文化芸術を通じた次世代育成等について、意見交換を行いました。 

裏面あり 

ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校の学生 

約 200 名に対して、市長が「リーダーシップにおける共感

力としなやかさ」をテーマに講演を行いました。講演では、

企業経営者や市長としての経験を踏まえて、リーダーとし

て相手の立場に立って考え抜くことや、人の長所を発見し、

寄り添い、励まし続けることの大切さを訴え、これから社

会へ羽ばたいていく学生達へ応援メッセージを贈りまし

た。 

また、横浜市立大学の教員とともに同校のバーンステイ

ン学長と面会し、今年５月に横浜市立大学との間で締結し

た交流協定に基づき、今後の学生・教員交流や共同研究な

ど、具体的な意見交換を行いました。 

ニューヨーク市周辺の米国企業、主要経済団体、ニュー

ヨーク市関係者約 150 名のほか、横山 横浜市会議長、上野 

横浜商工会議所会頭・横浜日米協会名誉顧問の出席のもと、

市長によるトップセールスを行いました。研究者・技術者、

起業家、学生などの人材が、組織を超えてネットワークを

広げ、新たなイノベーションを横浜から創出していく「イ

ノベーション都市・横浜」を力強く発信し、横浜市のビジ

ネス環境の優位性をアピールしました。また、横浜進出を

前向きに検討したいという企業等と、ネットワーキングを

行いました。 



 

 

３ メトロポリタン歌劇場 ピーター・ゲルブ総裁との面会（11 月 26 日（火）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 横山議長による国際連合日本政府代表部訪問（11 月 25 日（月）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※時間はすべて現地時間 

※写真データを御希望の場合は、下記お問合せ先（国際局）までご連絡ください。 

 

お問合せ先 

（市長のニューヨークでの行程、米州事務所に関すること） 

国際局国際連携課欧州米州担当課長   長久 伸子  Tel 045-671-4721 

（大学での講演内容に関すること） 

政策局男女共同参画推進課長      大友 喜一郎 Tel 045-671-4061 

（議長のニューヨークでの行程に関すること） 

議会局総務課秘書広報担当課長     尾崎 太郎  Tel 045-671-3079 

（ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校との交流協定に関すること） 

横浜市立大学グローバル推進室担当課長 森谷 章子    Tel 045-787-2423 

世界最大級のオペラ・ハウスであるメトロポリタン歌劇場

のゲルブ総裁と面会し、持続的な劇場経営、文化芸術を通じ

た次世代育成、幅広い世代をターゲットにした集客、相互協

力関係の構築等について、活発な意見交換を行いました。 

石兼特命全権大使・国際連合日本政府常駐代表および星野

大使・次席常駐代表と面会し、自治体レベルで持続可能な開

発目標（SDGs）の達成に向けて取組を推進する、SDGs のロー

カライゼーションの重要性について意見交換を行いました。 

【参考：横浜市米州事務所のこれまでの主な活動】 
https://businessyokohama.com/jp/home/news-events/news/ 

 
 
◎企業誘致・市内企業ビジネス支援 

・米国最大規模のスタートアップ・イベント「テック・デイ・ニューヨーク 2019」への 

横浜企業出展支援（令和元（2019）年５月、ニューヨーク） 
 
◎大学間連携支援 

・ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校と市内大学の交流支援 

（令和元（2019）年５月、同校と横浜市立大学が交流協定締結） 
 
◎SDGｓの推進と国際プロモーション 

・SDGｓリーダーシップ都市連合（主催：ブルッキングス研究所）の会合に出席し、 

横浜の取組を共有（第１回会合：平成 31（2019）年 4 月、イタリア・ベラッジオ、 

第２回会合：令和元（2019）年 11 月、メキシコシティ） 

・ニューヨーク等、世界の主要都市とともに、世界の都市による SDGｓのレビューに関する 

宣言に署名（令和元（2019）年 10 月、ニューヨーク） 


